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岡村行信

*

  

１．はじめに ャンネルストリーマケーブルを船尾より約 150m 後方で

曳航した．受信波はバンドパスフィルター，アンプを介

してグラフィックレコーダーに反射断面として描かせる

とともに，アナログ形式のテープレコーダーで磁気テー

プに記録した．テープに記録されたデータは，岡村（1998）
に従ってデジタル化し，音波探査データ処理ソフトを用

いてバンドパスフィルターとゲイン調整処理を行った後，

音波探査断面解釈の支援ソフトを用いて解釈した． 

 
本地質図は能登半島西方域の海底地質調査に基づいて

作成されたもので，工業技術院特別研究「西南日本周辺

大陸棚の海洋地質に関する研究」（昭和 59 年〜63 年）の

成果である．その基になったデータは，地質調査船白嶺

丸（金属鉱業事業団所有，1831 トン）を用いて行なわれ

た GH88-2（1988 年 5 月 30 日〜7 月 18 日）及び GH88-4
（1988 年 9 月 8 日〜10 月 7 日）航海で得られたものであ

る．本地質図範囲は海上保安庁海洋情報部発行 20 万分の

1 大陸棚の海の基本図「能登半島西方」（第 6335 号）と同

じで，北緯 36°40'-37°50'，東経 135°55'-136°55'（日本測地

系、以下同じ）である（第１図）．地質図の中に用いた海

域の等深線は，同海底地形図より，水深 200m 以浅では

10m 間隔，それ以深では 100m 間隔の等深線をデジタル化

し，陸域の等高線は国土地理院の陸域標高グリッドデー

タより作成した． 

音波探査断面の解釈は，一連の反射面を同時間面と考

える Vail et al. (1977)の音響層序学的手法に従った．不整

合で層序区分し，それぞれの地層の年代は海底で得られ

た堆積物の珪藻化石年代（渡辺，1991；第２表）と，陸

域の地質層序及び構造発達史（藤井ほか，1992；第３表）

を参考に推定した．ただし，年代決定が可能な試料の採

取地点は限られているため，精度の高い対比や年代決定

はできない．  
 

３．陸域の地形と地質  

 ２.データ取得・解析方法 
 ３.１ 地 形 

本地質図の作成に用いたデータは格子状に設定した測

線に沿って取得した音波探査プロファイル（第２図）と，

グラブ採泥器，ドレッジ及び柱状採泥器などによって得

た海底の岩石試料（第３図，第１表）である． 

 
本図幅は能登半島の西岸から加賀平野の北部に接する．

その周辺の地形について、絈野（1993）に従って記述す

る．能登半島の北部には海抜 300-400m の開析の進んだ能

登山地が日本海に沿って分布し，その山地の南東側（富

山湾側）には，標高 300m 以下の緩やかに南東に傾く奥能

登丘陵と呼ばれる斜面が続く．能登山地の南側から邑知

潟低地帯の間には，大部分が海抜 200m 以下のなだらかな

中能登丘陵が広がる．中能登丘陵の南縁は眉丈山丘陵と

呼ばれ，その南側には邑知潟低地帯が七尾湾から西海岸

の羽咋まで長さ約 25km にわたって連続する．低地帯の北

東部は幅約 1km で扇状地によって埋められるが，南西部

では幅約 4km まで広がり，邑知潟と沖積平野に占められ

る．邑知潟低地帯の南東側には，北北東−南南西方向に延

音波探査プロファイルは北北西方向の約 2.2 マイル（約

4.1km）間隔の測線と，東北東方向の約 3.3 マイル（約

6.1km）間隔の測線に沿って得た（第２図）．同時に

12kHzPDR による測深，3.5kHzSBP による地層探査，重

力・地磁気測定も同時に実施している． 
音波探査の音源は，120 立方インチのチャンバーに波形

整形装置を装着したエアガン（ボルト社 1900c）２本を同

時にショットした．反射波の受信には 100 個の水中マイ

クをビニールホースに油で封入した手作りのシングルチ 
────────────────────   
*海洋資源環境研究部門（ 現  活断層研究センター ） 
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びる石動・宝達山地が分布する．標高 300-600m のやや急

峻な山地で，その北西側が狭く急傾斜し，南東側斜面が

緩傾斜で広い，非対称な断面を持つ．その南側には津幡・

森本丘陵が広がる．標高 200m 以下の平坦な丘陵で，よく

開析されている．邑知潟低地帯の南西部から南側へ，海

岸に沿って加賀平野（金沢平野）が 70km 近く連続する．

南部には手取川扇状地が発達し，その南北両側の海岸線

に沿って砂丘が連続する．その最大幅が約 2km，標高は

60m に達する． 

 
３.２ 地 質 

 
本海域に隣接する能登半島及びその南側の地質は，基

盤を構成する先新第三系とそれを覆う新第三系に大きく

区分できる（藤井ほか，1992；絈野，1993）． 
先新第三系は，主に飛騨変成岩類及び船津花崗岩類の

小規模な露出があるのみで，北陸地方に分布する来馬層

群，手取層群及び太美山層などが欠如している． 
古第三紀の終わりから日本海の拡大の影響を受け，火

成活動が活発になるとともに，新たな堆積盆地が形成さ

れはじめる．藤井ほか（1992）は，堆積盆の形成から消

滅までを，下位から楡原期（20Ma 以前），岩稲・医王山

期（20-17Ma），黒瀬谷期（16.5-16Ma），東別所期（16-15Ma），
下部音川期（15-14Ma），上部音川期（13.5-8Ma），阿尾期

（6.5-3.5Ma），薮田期（3.5-1.5Ma）及び大桑期（1.5-0.8Ma）
に区分した．岩稲・医王山期以前の地層は火山岩類，陸

成層が主体であるが，黒瀬谷期以降には海成層が厚く堆

積している．上部音川期の終わり頃に能登半島に東西性

の隆起帯が形成された．その後全体として浅海化し，第

四紀になって NNE-SSW 方向の隆起帯が成長することに

よって現在の地形が完成した（坂本，1966）． 
能登半島は邑知潟低地帯を境に北部と南部に区分でき

る．北部には，飛騨帯に属する船津花崗岩のわずかな分

布を除くと，楡原期及び岩稲・医王山期の安山岩質火砕

岩を主体とする穴水累層及びデイサイト質火砕岩からな

る柳田累層が広く分布する．半島の北東部では，前期—中

期中新世の砂岩及び珪藻質泥岩からなる東印内累層，中

期中新世の珪長質凝灰岩を主とする粟蔵累層，中期—後期

中新世の珪藻質泥岩及び珪藻土層からなる南志見累層な

どが分布する．さらに，半島の北方沖に浮かぶ舳倉島及

び七つ島は安山岩類からなる（石田ほか，1962）．南志見

累層の最上部では浅海化し，それ以降の堆積物は，能登

半島北部には分布しない．能登半島北東部に発達する東

西方向の断層・褶曲（石田・増田，1956）は，この時期

に形成されたと考えられる．能登半島北西部には穴水累

層及び柳田累層とともに砂岩・泥岩・礫岩が分布し縄又

層と呼ばれている（絈野，1993）．それらは前期—中期中

新世の地層であると推定されるが，正確な層序関係と年

代は十分に解明されていない．能登半島北部には広範囲

に段丘が発達する．北西側ほど高く古い面が分布し，南

東側ほど低く新しい段丘面が広がる．このような段丘の

分布から，更新世前期には能登半島の大部分は海面下に

あったと推定されている（太田ほか，1976；太田・国土

地理院地理調査部，1997）．そのような段丘面を切る小規

模な活断層がいくつか報告されている． 
邑知潟より南側の能登半島南部は，石動・宝達山地か

らなり，今井ほか（1966），角（1978），角ほか（1989）
によって５万分の１地質図幅が出版されている．そこで

も，先新第三系の飛騨変成岩及び船津花崗岩の小規模な

露出があり，それを覆って楡原期以降の地層が分布する．

石動・宝達山地にはいくつかの東西性の断層・隆起帯が

発達し，それらが地層の分布にも影響を与えている．特

に顕著なものがコロサ断層と宝達山を中心とする隆起帯

である．岩稲・医王山期以前の地層（太田累層及び瓜生

累層）は，石動山及び宝達山の隆起帯周辺に分布するの

みで，大部分はそれ以降の海成層に覆われる．その地層

は全体で 3,000-4,000m の厚さを持つと推定され，八尾・

音川・氷見・埴生の各累層に区分されている（今井ほか，

1966）．八尾・音川累層は藤井ほか（1992）の黒瀬谷期か

ら上部音川期に対比され，氷見累層は阿尾期，藪田期，

大桑期を含むと考えられる．大桑期までは加賀平野から

富山平野まで海が連続していたが，埴生累層はその連続

が断たれた時期に堆積したと推定されている． 
この地域の地質構造は，先に述べた東西方向の構造と

北東—南西方向の構造が重なっている．東西性のコロサ断

層は南から北に突き上げた逆断層であると考えられ，そ

の南側に大泊背斜が平行して発達している（今井ほか，

1966）．その背斜の西部に発達するドーム状の隆起帯が石

動山である．もう一つの東西方向の隆起帯である宝達山

もドーム状の構造で，東側で神代背斜となって砺波平野

の西側まで連続する．隆起帯の北側に沿って一ノ島—宝達

急傾斜帯が発達する．その中では地層が 70°以上の傾斜を

持ち，一ノ島南断層，一ノ島北断層などが発達する．こ

の急傾斜帯は音川層までを主に変形させている（角ほか，

1989）．これらの東西性の構造は上部音川期に形成された

可能性が高い． 
一方，北東—南西方向の構造でもっとも規模が大きいの

は邑知潟低地帯と石動山背斜である．邑知潟の両側は直

線的な崖からなり，活断層であるという考えと（太田ほ

か，1976），地滑り地形であるという考えがある（恒石・

木村，1978）．石動山背斜は石動山から宝達山まで約 20km
連続する．左雁行状に配列するいくつかの背斜構造から

なり，北西側が急傾斜する非対称な断面を持つ（今井ほ

か，1966）．宝達山隆起帯の南東側の砺波平野と丘陵地の

境には，北東—南西方向に延びる石動—花尾急傾斜帯が発

達する．この急傾斜帯には一部逆転した地層や石動断層，

花尾断層などが発達し，氷見累層・埴生累層の一部まで

を変形させている（角ほか，1989）． 
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宝達山の西側から海岸線に沿って海岸段丘を伴う丘陵

地が発達する．宝達山の西側では３段の海成段丘（標高

40-60, 30-40, 15-20m）の他，扇状地性の段丘が分布する（角，

1978）．金沢の北側では丘陵の西縁に沿って，埴生累層な

ど第四系を変形させる森本撓曲帯が北北東−南南西方向

に発達する．第四系を変形させる同じ方向の断層は宝達

山の西側にも知られている（角ほか，1989）． 
 

４．海域の地形 
 

能登半島北岸から北西岸沖には大陸棚が広がり，その

上には七つ島及び舳倉島のほか，デキノ瀬，西能登堆群

など高まりが分布する．それらは能登半島北岸沖では東

北東—西南西方向に延びる高まりを形成するが（岡村，

2002），北西沖でその傾向は不明瞭になり，西能登堆群の

高まりは北北東方向に延びる傾向がある．一方，羽咋沖

より南側では，大陸棚は海底段丘を伴い（桜井ほか，1971），
緩やかに沖に向かって水深が深くなる．大陸棚の幅は舳

倉島の北側で最大 55km に達し，外縁水深は 130m，西能

登堆群の西側では幅約 40km で外縁水深 170-180m，半島

の西岸沖では北から南に向かって幅が約 30km から 25km
へと狭くなり，外縁の水深は 140m から 110m へと浅くな

る（日本第四紀学会，1987）． 
大陸棚の外側には，縁辺台地と呼ばれる平坦面が広が

る（岩淵，1968，岩淵・加藤，1988）．縁辺台地は，舳倉

島の北側では幅が 10km であるが，その西側から西能登堆

群の西側にかけては幅が 20-30km，外縁水深が 300-500m
となる．加賀平野西方沖では幅 50km まで広がり，南に向

かって徐々に狭くなる．その外縁水深は 400-500mである． 
舳倉島北側の縁辺台地のさらに北側には，白山瀬まで緩

やかな高まりが続く．一方，半島北西側の縁辺台地の西

側には水深 2,600m に達する大和海盆が広がり，台地と海

盆の間は急斜面となって落ち込む．西能登堆群の西側は

隠岐トラフまで続く斜面となっている．加賀平野西方沖

の縁辺台地の西側には水深 1,000m の若狭海盆が分布する． 
 

５．従来の海底地質に関する研究 
 

能登半島西方沖から鳥取沖海域にかけては，最大で厚

さ 5,000m 以上の堆積物からなる堆積盆地が分布し，西か

ら山陰，丹後沖及び北陸堆積盆地と呼ばれている（田中，

1979；田中・小草，1981）．これらの海域では主に 1970
年代に石油資源探査を目的として，国及び民間企業によ

る地震探査，重磁力探査が実施され，また，金沢沖，兵

庫県香住沖及び鳥取沖で深さ 3,000m を超える試錘が実施

されている． 
それらのデータを基に田中（1979）及び田中・小草

（1981）はこの海域の層序・地質構造を報告している．

それによると，北陸・山陰地方の沿岸から沖合に向かっ

て I, II, III 帯の３列の堆積盆地に区分されている．I 帯は

中新世前—中期に形成され，火山噴出物，非海成から浅海

性粗粒堆積物などからなり，顕著な褶曲は形成されずに

陸化した．II 帯は日本海沿岸に沿って中新世中—後期に形

成された堆積盆地で，厚い堆積物に埋められ，その後著

しい褶曲帯に転じた．III 帯はさらに沖合に鮮新世—第四紀

に形成された堆積盆地で，現在の隠岐トラフがそれに当

たる．このような３列の堆積盆地の形成は日本海拡大の

テクトニクスを考慮して再検討する必要があると考えら

れるが，ここではこれ以上議論しない． 
上記の石油探査のための調査は主に II 帯の堆積盆地で

実施されており，試錘とマルチチャンネル地震探査プロ

ファイルとの対比によって，下位からユニット a（基盤），

ユニット b（前—中期中新世），ユニット c（中—後期中新

世），ユニット d1（前期鮮新世），ユニット d2（後期鮮新

世）及びユニット e（第四紀）に区分されている．この中

に発達する褶曲構造は島根半島の宍道褶曲帯から東に連

続するもので，鳥取沖より東側では断続的になるが，若

狭湾北方まで分布する．東側ではブロック構造が優勢と

なり，南北，東西，北東—南西など様々な方向の背斜や隆

起帯が発達するとされている．褶曲構造はユニット c の

堆積中に成長しているが，西側の鳥取沖では中新世中期

前半から後期後半に，北陸沖では中新世後期から鮮新世

前期に成長したと考えられている（田中，1979；田中・

小草，1981）． 
北陸堆積盆地は，能登台地，羽咋沖盆地，金沢沖盆地

及び福井沖堆積盆地に区分される（田中，1979）．羽咋沖

盆地と金沢沖盆地とは宝達山隆起帯によって区分される．

本地質図内には能登台地，羽咋沖盆地及び金沢沖盆地の

北縁が分布する．羽咋沖盆地は最大で 2,000m 前後の厚さ

の堆積物からなる． 
一方，地質調査所（現産業技術総合研究所）は 1980 年

代後半に鳥取沖から能登半島周辺海域の海底地質調査を

実施して３枚の海底地質図を出版し（山本ほか，1990, 
1993, 2000），そのデータに基づいた構造発達史が公表さ

れている（Yamamoto, 1993）．これらの調査では，高分解

能のシングルチャンネル音波探査システムを使用してい

るため，海底下深部の構造については新しい知見はない

が，浅部の地質層序及び構造を高分解能でさらに詳細に

明らかにしている．この一連の調査・研究では，音波探

査プロファイルと海底から得られた堆積物の年代，さら

に田中（1979），田中・小草（1981）などの層序区分を用

いて，下位から香住沖層群（中新世前—後期），浜坂沖層

群（主に鮮新世）及び鳥取沖層群（最後期鮮新世—第四紀）

に区分している（第３表）． 
香住沖層群下部の K1 層は内部反射面を持たない音響

基盤であるが，一部で不明瞭な反射面を伴うことがあり，

それを不整合で覆う香住沖層群 K2 層は反射面が明瞭で

ある．これら香住沖層群は東西或いは北東—南西方向の隆
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起帯（背斜構造）を形成し，その頂部は浸食平坦面とな

って鳥取沖層群に覆われているが，一部で海底に直接露

出している．K1 層は田中・小草（1981）のユニット a と

ユニット b 下部に，K2 層はユニット b, c に対比されてい

る．浜坂沖層群は香住沖層群が形成する隆起帯の間の凹

地を中心に分布し，断層・褶曲による変形も大きくない．

内部のオンラップ不整合を境に下位の H1 層と上位の H2
層に区分されている．H1 は田中・小草（1981）のユニッ

ト d1 の下部に，H2 はユニット d1 の上部に対比され，前

期鮮新世後半—後期鮮新世の堆積物であると考えられて

いる．鳥取沖層群は浜坂沖層群を不整合で覆う，変形の

ほとんど受けていない，ほぼ水平な地層である．内部の

オンラップ不整合を境に下位の T1 層と上位の T2 層に区

分され，下位の T1 層はユニット d2 及びユニット e の下

部に，上位層の T2 層はユニット e の上部に対比され，そ

れぞれの年代は後期鮮新世—更新世初頭及び更新世—完新

世とされている（第３表）． 

舳倉島隆起帯は，かつてのリフトの盆地反転によって形

成され（岡村，2002），その南縁の逆断層が本図幅の北東

部に延びるが，西側には長くは連続しない．逆断層北側

の隆起帯は音響基盤からなり，リフト堆積物は認められ

ない．その西方延長上には，南志見沖層群に埋積された

東北東方向に延びるリフトが分布する．内部の南志見沖

層群は褶曲しているが，地形的な高まりは形成しない（第

４図）．また，褶曲した南志見沖層群は浸食面に切られ，

それを覆う輪島沖層群には，変形構造はほとんど認めら

れない．リフト帯の北西部には，埋積されていないリフ

トであると考えられる東北東—西南西方向の地形的凹地

と，その北側の正断層に隔てられた基盤の高まりからな

る海嶺が平行する（第５図）．この凹地内には顕著な褶曲

構造が形成されていない． 
嫁礁—七つ島隆起帯は主に火山岩からなる高まりで，七

つ島から西側の中ノ瀬，さらに南西側の西能登堆群に断

続的に続く．反射面が見えないため，地質構造は不明で

ある．その南側には，南に傾動した浸食平坦面を基底と

する小規模な堆積盆地が形成され，その凹地を南志見沖

層群及び輪島沖層群が不整合で覆う（第６図）． 

 

６．海底地質 
 

本図幅域を，地質の特徴に基づいて，能登台地，北陸

堆積盆地及び大和海盆に区分する（第２図）．能登台地は

能登半島北部周辺に広がる大陸棚及び縁辺台地からなり，

堆積物が薄く，基盤が広く露出する（田中，1979）．この

能登台地の西側に広がる大和海盆は厚さ１秒以上の堆積

物に覆われている．北陸堆積盆地は能登台地南側の大陸

棚及び縁辺台地に広がる堆積盆地で（田中，1979），厚さ

２秒以上の堆積物が発達している． 

能登半島隆起帯は能登半島の北岸にほぼ平行に発達す

る隆起帯で，その北限は南傾斜の逆断層によって限られ

る（岡村，2002）．主に褶曲した南志見沖層群からなるが，

内部の反射面が不鮮明なので，隆起帯内部の断片的に認

められる断層や褶曲は（第６,７図）地質図には十分に表

現できなかった．隆起帯はかつてのリフトで，それが盆

地反転によって隆起したと推定される．半島の北西部の

沖では隆起帯が不明瞭になり，数本の南西—北東から東西

方向の断層に分散する．これらの断層・褶曲は南志見沖

層群に変形を与えるものの，輪島沖層群にはほとんど変

形与えていない（第５—７図）．ただし，高分解能音波探

査では，一部の断層が更新世に活動したことが認められ

ている（三沢，1997）． 

 

６.１ 能登台地 
 

能登台地の層序は反射面が認められない音響基盤と，

反射面が発達する南志見沖層群及び輪島沖層群に区分さ

れる（岡村，2002）．南志見沖層群は能登台地の周辺部と，

内部の音響基盤中の凹地を埋めるように分布する（第４

図）．台地内部に分布する南志見沖層群は，反射面が不明

瞭で音響基盤との判別が困難な場合もある．ここでは反

射面がある程度認められ，基盤との境界が曖昧でも認め

られる場合には南志見沖層群とし，反射面が認められて

も，基盤に漸移的に移り変わる場合には音響基盤とした．

音響基盤と南志見沖層群とは，部分的に同時異相の関係

にあると考えられる．輪島沖層群は南志見沖層群及び音

響基盤の上面に広がる浸食面を不整合で覆う（第４図）． 

能登台地の西側斜面はほぼ全域にわたって地滑りが生

じている．そのうち大和海盆に面する北西部では，輪島

沖層群と南志見沖層群が部分的に複雑に崩落し，場所に

よって基盤が露出していたり，南志見沖層群が露出して

いたりする（第８,９図）．それに対して，西能登堆の西側

では傾斜がやや緩やかで，厚く堆積した輪島沖層群と南

志見沖層群中に小規模な滑り面（正断層）が数多く発生

している（第 10 図）． 
 

6.1.b 音響基盤 
 内部反射をほとんど伴わず，強い上面の反射を持つこ

とが特徴であるが，場所によって上面の反射が不明瞭に

なったり，内部の反射がわずかに観察されることがある

（第４—１０図）．能登台地では，上面に広く発達する浸

食平坦面には，深度や傾斜の異なるいくつかの面が認め

られ，形成年代の異なる面が含まれていると考えられる

6.1.a 地質構造 
能登半島北岸から沖合には東北東方向の軸を持つ舳倉

島隆起帯，嫁礁—七つ島隆起帯及び能登半島隆起帯が発達

している（岡村，2002）．それらの隆起帯は本図幅の東部

まで連続するが，半島の北西岸沖では不明瞭になる． 
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（第４,６図）．舳倉島及び七つ島は安山岩類からなり，岩

相から能登半島の穴水層群に対比されている（石田ほか，

1962），その周辺海域に広く露出する音響基盤が海上に現

れたものと考えられる．安山岩類には変質の進んだもの

と新鮮なものがあり，後者はより新しいと推定されてい

るが，年代を直接示すデータはない．能登台地上には短

波長の地磁気異常が広がり，沖ノ瀬西方の D1049 地点，

西側及び北西側斜面の D1051, D1054, D1055 及び D1056
地点からは，ドレッジによって安山岩質，玄武岩質，流

紋岩質の火山岩類が得られていることから（Table 1），音

響基盤の大部分が火山岩類からなると考えられる．海底

から得られた火山岩類の詳細な分析は行っていないが，

岩質は単純でないことから，組成と年代の異なる火成活

動を含んでいる可能性が高い．反射面が認められるのに

基盤としたのは前ノ瀬付近で，火山噴出物からなる火山

体の一部である可能性がある．地質図上では音響基盤が

広く露出するように表現したが，そのような場所でも，

薄い現世堆積物に広く覆われる（片山・池原，2001）． 
 

6.1.c 南志見沖層群 
本層群は，能登半島東方海底地質図（岡村，2002）で

定義された堆積物で，基盤を不整合で覆う．本図幅内で

は，能登台地の西部（第８図），内部の基盤の凹地（第４

図）及び能登半島北岸沖（第６，７図）に主に分布する．

連続性のよい反射面からなるが，褶曲が発達すると反射

面が不明瞭になることが多い．厚さは西縁で最大 0.2-0.5
秒，台地内では 0.2-0.4 秒であるが，北縁のリフトでは 0.6
秒以上に達する． 

台地西縁の一部の測線では，本層群の内部に不整合が

認められ，その下部の地層は正断層で切られ上面を浸食

されている．この下部層はリフトの成長期，上部層はリ

フト形成後の堆積物であると推定されるが，直接年代を

示すデータはない．また，この不整合は一部のプロファ

イルに認められるだけで，能登台地の全域にわたって追

跡することはできないので，区分はしていない． 
台地内部では，本層群の堆積後に成長した東西から東

北東方向の断層・褶曲構造が発達しているため，反射面

が見えにくい場合が多い．また，断層・褶曲構造の形成

後に，能登台地全体が広く隆起し，音響基盤も含めて浸

食平坦面が形成された（第４，６-８図）．平坦面には異な

る層準に形成されているものがあり，さらに褶曲してい

る面としていない面がある． 
本層群の年代は，能登半島東方海底地質図では前期—後

期中新世と推定されている．台地の西—北西側斜面で採取

したドレッジ試料（D1051, D1053, D1053, D1054, D1055）
及びグラブ試料（29, 51, 52）などには泥岩，シルト岩，

砂岩が含まれており，そのうち D1051, D1055 からは前期

中新世末から中期中新世の，D1053 からは鮮新世の珪藻

化石が確認されている（第２表）．ただし，いずれの試料

も地滑り地帯から得られているので，どの層群に相当す

る堆積岩なのか明らかでない．また，前ノ瀬の南側では，

前期—中期中新世の珪藻化石を含む泥岩が基盤を覆う堆

積物の基底付近で得られており（RC585, 586），南志見沖

層群の基底の年代を示していると考えられる．以上のこ

とから本層群の基底は前期中新世であると推定される．

一方，上限の年代を断定する試料は得られていないが，

能登半島北部の地質構造を考慮すると，後期中新世に達

する可能性が高い． 
 

6.1.d 輪島沖層群 
本層群は，能登半島東方海底地質図（岡村，2002）で

定義された基盤及び南志見沖層群の浸食平坦面を不整合

で覆う堆積物である．能登半島の北—北西岸沖と能登台地

の西部に広い分布がある．反射面は明瞭で連続性はよい

（第４，６-10 図）．西側斜面では，地層の傾斜が急にな

り，地滑りも発達するので，南志見沖層群との境界が不

明瞭になる（第９図）．本層群の厚さは基盤及び南志見沖

層群の浸食平坦面上では 0.1 秒以下であるが，能登半島隆

起帯の北—北西岸沖では厚さが最大で 0.5 秒に達し（第６

図），その南西側の羽咋沖盆地の高浜沖層群及び羽咋沖層

群に連続する．また，台地の西側斜面でも層厚を増し，

最大で 0.5 秒に達する（第 10 図）．本層群は南志見沖層群

を不整合で覆うことから，後期中新世—第四紀の堆積物で

あると推定されるが，その基底付近の年代を示す試料は

得られていない．西側斜面で得られた鮮新世の珪藻化石

（D1053）は本層群に由来する可能性が高い． 
 

6.2 北陸堆積盆地 
 

能登台地の南側には北陸堆積盆地が広がる．本図幅域

の南縁付近に東西方向に延びる隆起帯があり，この北側

の羽咋沖盆地と南側の金沢沖盆地とに分けている．田中

（1979）はこの隆起帯を宝達山隆起帯と呼んだが，ここ

では海域に存在することを明確にするため宝達山沖隆起

帯と呼ぶ．金沢沖盆地は本図幅域にはほとんど分布しな

いので，ここでは羽咋沖盆地について記述する．この盆

地内の層序は下位から，音響基盤，金沢沖層群，羽咋沖

層群及び高浜沖層群に区分する（第３表）．金沢沖層群は

東西性の隆起帯を形成し，その周辺では上位の地層と顕

著な不整合関係にある．羽咋沖層群は東西性の隆起帯の

間を埋積し，高浜沖層群はそれをほぼ整合的に覆う． 
 

6.2.a 地質構造 
羽咋沖盆地内には，ほぼ東西方向の古い隆起帯と，北

東—南西から南北方向の新しい断層・背斜構造が発達して

いる（第３図）． 
古い構造は宝達山沖隆起帯及び高浜沖隆起帯で，基盤

及び金沢沖層群からなり，その頂部には浸食平坦面が発
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達している（第 11-13 図）．高浜沖隆起帯は高浜市の西方

約 50km から西側に 30km 以上連続する（第３図）．隆起

帯の東部は主に金沢沖層群からなり，南翼が急傾斜し，

北翼が緩傾斜する非対称な背斜構造であるが（第 11 図），

西部では基盤の高まりを中心とした背斜構造になる（第

12 図）．隆起量は 1.5 秒を超えると推定される．宝達山沖

隆起帯は陸上の宝達山から約 60km 西方まで連続する．隆

起帯の西部は主に金沢沖層群からなり，南翼が急傾斜し，

北翼が緩傾斜の非対称な背斜構造を形成する（第 13 図）．

隆起量は 1.0 秒を超えると推定される．一方，隆起帯の東

部は主に音響基盤からなり，その北側に急傾斜した金沢

沖層群の背斜構造を伴う複背斜構造になる．２つの隆起

帯は金沢沖層群堆積後に成長している． 
高浜沖隆起帯の南側には北北西—南南東方向に延びる

隆起帯が海底下深部に伏在している．基礎試錘「金沢沖」

はこの隆起帯上で掘削されているが，中新世の火山体を

目標としたとされている（奥田，1993）．本研究で用いた

音波探査プロファイルは探査深度が浅いので，火山体を

含めて地下深部の構造はほとんど見えない． 
一方，新しい断層・褶曲は，羽咋沖盆地の中部から南

部ではほぼ南北方向であるが，北部では北東—南西方向が

優勢になる（第３図）． 
南北方向の構造は３列が認められ，そのうち最も西側

には，東側が隆起し緩やかな背斜構造を伴う撓曲帯（第

14 図）が宝達山沖隆起帯の西端から高浜沖隆起帯の東縁

付近まで連続する．高浜沖層群より下位の地層は，撓曲

帯を挟んで厚さの変化は少ないのに対して，高浜沖層群

は西側で厚くなることから，第四紀に活動し始めたと考

えられる．西翼の構造差は高浜沖層群基部で最大 0.5 秒に

達する． 
撓曲帯から 30-40 km 東側，羽咋市の西方沖 20-30km に

は,ほぼ南北方向の背斜構造が２列形成されている（第 15
図）．いずれも東翼が急傾斜で幅が狭く，西翼が緩傾斜で

幅が広い非対称な背斜構造で，東翼の基部に逆断層が伏

在していると推定される．西側の背斜構造の方が隆起量

は大きく，最大で 0.3 秒に達するが，東側の背斜構造の隆

起量は 0.2 秒以下である．２つの背斜構造は田中・小草

（1981）の第 13 図にマルチチャンネル地震探査断面が示

されており，いずれの背斜構造もかつてのハーフグラー

ベンが隆起した盆地反転構造であることがわかる．また，

羽咋沖層群以下の地層には背斜構造とその周辺に厚さの

変化が認められないことから，断層は高浜沖層群堆積中

に成長したと考えられる． 
高浜沖隆起帯の東縁付近から北東側には 2 列の背斜構

造が発達する（第 16 図）．それらは金沢沖層群堆積後に

形成されたものが，高浜沖層群堆積中に再活動した様に

見える．また，羽咋沖の２つの背斜構造は北緯 37°05'付近

で消滅し，その北側で北東—南西方向に延びる 2-3 列の背

斜構造が現れる．これらの背斜構造は北西翼が狭く急傾

斜する非対称な断面構造を持ち，北西翼の基底に逆断層

が伏在すると推定される（第 17 図）．羽咋沖の逆断層と

は断層面の傾斜が逆であることから，連続した構造では

ないと判断した．断層の変位量は 0.1-0.4 秒で高浜沖層群

の堆積中に成長したと推定される．そのうち中央の背斜

は門前町の西方沖まで約 25km 連続し，さらに陸側に連続

すると推定される．それ以外の背斜構造は軸の長さが

10km 以下である．これらの背斜構造は高浜沖層群の堆積

中に主に成長しているが，一部は羽昨沖層群の堆積中に

も活動したと推定される． 
 

6. 2. b 音響基盤 
羽咋沖盆地の北部では能登台地から南に向かって，東

部では沿岸域から西に向かって緩やかに深度が増す．羽

咋沖盆地の東部及び北部の，基盤上面の深度が１秒より

浅い部分では，上面の反射面は明瞭で，起伏に乏しい平

坦面からなることから，浸食面であると考えられる（第

15-17 図）．一方，羽咋沖盆地の中心から南部及び西部で

は，基盤上面は 1.5 秒より深くなり，反射面が不明瞭にな

って，断片的にしか認められない．本図幅の南西部で行

われた基礎試錘「金沢沖」では，海面下 3000m まで掘削

して前期中新世の堆積岩を採取している（奥田，1993）．
掘削地点を通るマルチチャンネル音波探査断面では海面

下 3.0 秒付近に音響基盤が認められ，堆積層の厚さは 2.0
秒に達する．北陸堆積盆地内では音響基盤に相当する岩

石は得られていないが，能登台地の音響基盤と連続的で

あることから，主に前期中新世以前の火成岩類などから

なると考えられる．山本ほか（2000）の香住沖層群 K1 層

に対比される． 
 

6. 2. c 金沢沖層群 
金沢沖層群は基盤を覆う地層で，平行で連続性のよい

反射面からなるが（第 11, 13 図），海面下 1.2 秒以深では

反射面が不明瞭になることが多い．高浜沖隆起帯や宝達

山沖隆起帯を形成し，その上面の浸食面は能登台地縁辺

部に形成されている南志見沖層群上面の浸食面に対比で

きる．隆起帯では,本層群内に不整合が認められることが

あるが，それを全域にわたって追跡することはできない

ので，ここでは一括して金沢沖層群と呼ぶ．厚さは，宝

達山沖隆起帯の北側では 0.5-1.0 秒である．その西側では

さらに厚くなると推定されるが，基盤深度が識別できな

くなるので，厚さは不明である． 
前ノ瀬の南側では本層群の下部が露出し，そこで得ら

れたロックコアサンプル（RC585, RC586）からは，前期

中新世末から中期中新世の珪藻化石が得られている．ま

た，基礎試錘「金沢沖」の音川層以下に対比される．さ

らに，反射断面上の層序関係と特徴から，能登台地の南

志見沖層群，山本ほか（2000）の香住沖層群 K2 層にほぼ

相当すると考えられる．以上のことから，本層群の年代
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は前期—後期中新世であると考えられる． この海域は主に３回の大きな地殻変動を受けたと推定さ

れる．まず前期中新世を中心とした日本海拡大と同時に

火成活動が活発化し，地殻の伸張によって広範囲に堆積

盆地が形成された．能登台地では火成活動が活発で，全

体として大きな沈降はしなかったが，東西から東北東—西

南西方向のリフトが能登台地の北部と能登半島北岸に沿

って形成された．羽咋沖盆地で火成活動がどのくらい広

がったのか不明であるが，全体として沈降し堆積盆地が

形成された． 

 
6. 2. d 羽咋沖層群 
本層群は金沢沖層群からなる隆起帯をオンラップ不整

合で覆う地層で，隆起帯周辺では海盆側に発散するパタ

ーン示す（第 13 図）．やや断続的でほぼ平行な反射面か

らなることが多い．厚さは，宝達山沖隆起帯の北側で

0.2-0.5 秒，西側では 0.6 秒を超える．輪島沖層群の下部に

相当し，山本ほか（2000）の浜坂沖層群，基礎試錘「金

沢沖」の氷見層（下部）に対比されることから，主に鮮

新統からなると推定される．本層群の年代を直接示す岩

石試料は得られていない． 

後期中新世になって，東西から東北東—西南西方向の断

層・褶曲が成長した．能登台地では前期中新世に形成さ

れたリフト帯で褶曲，断層が成長した．また，ほぼ同時

に能登台地全体が隆起し，浸食平坦面が形成された．羽

咋沖盆地でも東西方向の２つの背斜構造（高浜沖隆起帯

と宝達山沖隆起帯）が形成され，その山頂に浸食平坦面

が形成された．それらの隆起帯が盆地反転構造を持つか

どうかは不明である．断層・褶曲は南志見沖層群及び金

沢沖層群の上部から，輪島沖層群及び羽咋沖層群の下部

の堆積中に成長したと考えられ，その期間に浸食平坦面

も複数形成された可能性がある．これらの断層・褶曲は

ほぼ同時期に島根半島から山陰沖で形成された宍道褶曲

帯に対比できると考えられる． 

 
6. 2. e 高浜沖層群 
高浜沖層群は，能登台地の南側で羽咋沖層群をオンラ

ップ不整合で覆う（第 16 図）．しかしながら，盆地内の

大部分ではほぼ平行で連続的な反射面からなり，発散す

るパターンを持つ浜坂沖層群とは，整合的に重なる．第

四紀に活動した断層・褶曲周辺では，隆起域で層厚が小

さくなる．最大層厚は本図幅の西縁で 1.0 秒近くに達する

が，宝達山沖隆起帯の北側では 0.4-0.6 秒の厚さを持つ．

主に第四系からなると考えられ，輪島沖層群の上部に対

比され，山本ほか（2000）の鳥取沖層群にほぼ相当する． 第四紀の高浜沖層群堆積中には，南北方向から北東—南

西方向の断層・褶曲が主に羽咋沖盆地内で成長した．能

登半島北岸に沿った断層・褶曲も，一部で第四紀に再活

動した可能性がある．これらの断層・褶曲は現在も活動

的である可能性が高い． 

 

７．大和海盆 
 

大和海盆は，能登半島の西方から北方沖に広がる日本

海南部では最大の海盆で，北東方向に延びた長さ約 450km，

幅約 200km の規模を持つ．日本海形成と同時に誕生した

背弧海盆で，その中心部では水深は約 3,000m に達し，海

底下に往復走時で 1 秒前後の厚さの堆積物が分布する

(Tamaki, 1988)．本地質図内では大和海盆の南東縁の一部

を含み，そこでの水深は 2,400-2,650m，基盤深度は最大で

約 5.0 秒で，厚さ約 1.0-1.4 秒の堆積物が分布する．この

うち上部の 0.5-0.8 秒の厚さの地層は連続性がよく，ほぼ

平行な反射面からなり（第 18 図），輪島沖層群に対比し

た．その下には反射面が不明瞭な堆積物が基盤を覆う．

これを南志見沖層群に対比した．これらの対比は能登台

地西側の，反射面が不明瞭になる斜面域で両層群の境界

を追跡したもので，堆積物試料の年代に基づくものでは

ない． 

 

９．まとめ 
 

能登半島西方海底地質図の範囲は地質の特徴から，能

登台地，北陸堆積盆地及び大和海盆に区分できる．能登

台地は能登半島北部の沖合に広がる水深 500m 程度まで

の台地状の高まりで，音響基盤が海底或いは海底下浅部

に分布し，前期—後期中新世の南志見沖層群及び後期中新

世—第四紀の輪島沖層群がそれぞれ不整合で覆う．音響基

盤は舳倉島や七ツ島に露出する主に前期中新世の火山岩

類からなると考えられる．南志見沖層群は，基盤上に形

成された東北東—西南西方向の軸を持つリフトを埋める

ように堆積している．リフトは能登半島北岸沿いと舳倉

島の東西両側に形成された．南志見沖層群堆積後，東北

東—西南西走向の断層及び褶曲が発達し，ほぼ同時に能登

台地全体が隆起して，浸食平坦面が広く形成された．そ

の後能登台地は沈降し，浸食平坦面を輪島沖層群が広く

覆って堆積した．能登台地の西側斜面は大和海盆に接す

る北部と隠岐トラフに続く南部に区分できる．北部斜面

は急傾斜のため大規模に崩落しており，場所によって南

志見沖層群が露出していたり，音響基盤が露出していた

りする．斜面の西側に広がる大和海盆では基盤を不整合

能登台地西側斜面では輪島沖層群が欠如することが多

いが，海盆域の輪島沖層群は南志見沖層群をオンラップ

不整合で覆う（第 18 図）．また，能登台地斜面の基部で

は，輪島沖層群中にタービダイト或いは地滑り堆積物か

らなると考えられる，レンズ状或いはウェーブ状の断面

を持つ堆積層が発達している（第５図）． 
 

８．構造発達史 
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地質調査所，71p. 

北陸堆積盆地は羽咋沖盆地と金沢沖盆地に区分され，

このうち金沢沖盆地はその北縁部しか本海底地質図には

含まれない．羽咋沖盆地の堆積物は金沢沖層群（前期—後

期中新世），羽咋沖層群（後期中新世—鮮新世），高浜沖層

群（第四紀）に区分した．また，同盆地内には主に後期

中新世に形成された東西方向の隆起帯と，第四紀に成長

した南北から北東—南西方向の背斜・断層とが発達してい

る．東西方向の隆起帯として顕著なものは宝達山の西方

沖に発達する宝達山沖隆起帯とその北西側に位置する高
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Marine Geology Map Series 61(CD) 

 

 EXPLANATORY NOTE 

OF 

GEOLOGICAL MAP WEST OF NOTO PENINSULA 
 

Yukinobu OKAMURA* 
 

Abstract 
 

The marine geological map "West of Noto Peninsula" was compiled based on single channel seismic profiles, 
lithology, ages of seabottom samples and previous studies of the geologic history of the Noto Peninsula and the 
Kanazawa area.  The Noto Peninsula is underlain mainly by Oligocene to early Miocene volcanic rocks in the 
northern part and early Miocene to Quaternary sediments in the south. These geologic characteristics extend to the 
offshore map area, which can be divided into three provinces; the Noto Plateau, the Hokuriku Basin and the Yamato 
Trough. 

The Noto Plateau, 100-500 m deep, occupies the northern part of the map area and is composed mainly of the 
acoustic basement. The basement is inferred to consist mainly of Oligocene to early Miocene volcanic rocks, which 
are widely exposed on the Noto Peninsula.  Minor rifts were formed in the ENE-WSW trending zones along the 
northern margin of the map area and northern coast of the peninsula, and filled with the early to late Miocene 
Najimi-oki Group. In the late Miocene, ENE-WSW trending folds and faults developed in the rifts. The Noto Plateau 
was widely uplifted during deformation resulting in the formation of wave-cut terraces through the plateau. The late 
Miocene to Quaternary Wajima-oki Group unconformably covers the terrace. The Wajima-oki Group was partly 
deformed by the reactivation of the Miocene faults, but most of the group is undeformed. The western slope of the 
plateau is covered with the Najimi-oki Group and Wajima-oki Group. While the groups were widely collapsed by slope 
failure in the northern part of the slope, and the basement and Najimi-oki Group is exposed on the slope. The Yamato 
Basin (2800-3000 m in depth) occupies the west of the slope and is underlain by 1-1.4 s (two-way travel time in 
second) sediments. The sediments are divided into the upper well stratified and lower reflection free units and were 
correlated to the Wajima-oki and Najimi-oki Groups, respectively. The boundary of the units is an onlap unconformity 
along the foot of the slope between the Yamato Baisn and Noto Plateau. 

The Hokuriku Basin is divided into the Hakui-oki and Kanazawa-oki Basins. This map includes the whole Hakui-oki 
Basin and only the northern margin of the Kanazawa-oki Basin. The Hakui-oki Basin is underlain by the acoustic 
basement andthe Kanazawa-oki, Hakui-oki and Takahama-oki Groups. Total thickness of the groups exceeds 2.0 sec in 
the basin. The basement is continuous from that in the Noto Plateau. The Kanawawa-oki Group is inferred to be early 
to late Miocene in age and correlative with the Najimi-oki Group in the Noto Plateau. The E-W trending uplifts are 
composed of the Kanazawa-oki Group, and their summits are truncated by a wave cut terrace that can be correlated 
with the terraces at the top of the Najimi-oki Group. The Hamasaka-oki Group covers the Kanazawa-oki Group by an 
onlap unconformity and fill the basin except the E-W trending uplifts. The group is composed mainly of parallel 
reflections except a divergent pattern around the uplifts. The Takahama-oki Group unconformably covers the 
Hamasaka-oki Group. N-S to NE-SW trending folds and faults have developed during the deposition of the group and 
they are presumably active. 

 
 
 
 
 
 
 

──────────────────  
*Institute for Marine Resources and Environment
  (Present affiliation: Active Fault Research Center) 
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第 1図　能登半島西方海底地質図の範囲とその周辺の海底地形

Fig. 1  Bathymetric contour map of the quadrangle "West of Noto Peninsula"
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第 2図　GH88-2, 88-4 航海で実施した音波探査測線

Fig. 2  Map showing seismic survey lines during the GH88-2 and GH88-4 cruises.
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第 3図　能登半島西方海域の地質構造と試料採取地点．

　　　　陸域の地質図は地質調査所（1995）に基づく．太い実線は本説明書に示した反射断面の位置．

Fig. 3  Geologic structure in the area west of the Noto Peninsula.
　　 Onshore geological map is based on the Geological Survey of Japan (1995). Thick lines indicate the location of seismic profiles
　　 shown in these explanatory notes.
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第 9図　能登台地西側斜面の反射断面．

　　　　急斜面上に生じた斜面崩壊（矢印）によって，輪島沖層群(W)だけでなく南志見沖層群(N)も斜面上から部分的に消失し，

　　　　基盤(BS)が露出している．

Fig. 9  Seismic profile of the western slope of the Noto Plateau.
　　　The Wajima-oki (W) and Najimi-oki Groups (N) were lost by slope failures indicated by arrows on the steep slope, and the basement is 　
　　　exposed (BS).
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第 10図　西能登堆群西方斜面の反射断面．

　　　　 やや緩やかな斜面上に南志見沖層群(N)と輪島沖層群(W)が厚く堆積し，その中に地滑りによって生じた滑り面（矢印）

　　　　 が数多く認められる．

Fig. 10   Seismic profile of the western slope of the Nishi-Noto Banks.
　　　 Many slide planes (arrows) due to gravitational sliding are observed in the thick Wajima-oki (W) and Najimi-oki (N) Groupson a 　　

　　　 relatively gentle slope.
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第 11図　高浜沖隆起帯東部の反射断面．

　　　　 高浜沖隆起帯の東部は主に金沢沖層群(K)からなり，その上面には顕著な浸食平坦面が形成されている．この浸

　　　　 食面は能登台地の南志見沖層群(N)上面の浸食面に対比される．

Fig. 11   Seismic profile of the eastern part of the Takahama-oki Uplift.
　　　 The western part of the Takahama-oki Uplift is composed mainly of the Kanazawa-oki Group (K), and a truncated surface is 　
　　　 formed on the summit of the uplift.  The surface can be correlated with that of the Noajimi-oki Group in the Noto Plateau.
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第 12図　高浜沖隆起帯西部の反射断面．

　　　　 高浜沖隆起帯の西部は主に音響基盤(BS)からなる．上面の浸食面は高浜沖隆起帯の東部から連続し，同時に

　　　　 形成されたことを示している．

Fig. 12   Seismic profile of the western part of the Takahama-oki Uplift.
　　　 The western part of the Takahama-oki Uplift is composed of acoustic basement (BS). The truncated surface of the uplift 　
　　　 forms a continuous plane through the uplift, indicating that the surfaces are of same age.
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第 14図　羽咋沖盆地西部の撓曲帯の反射断面．

　　　　 撓曲帯を境に高浜沖層群(T)の層厚が大きく変化しているのに対して，羽咋沖層群(H)の層厚変化は少ない．こ

　　　　 のことは，撓曲帯は高浜沖層群堆積中に成長したことを示している．

Fig. 14   Seismic profile of a flexure in the western part of the Hakui-oki Basin.
　　　 The thickness of the Takahama-oki Group (T) greatly increases to the west through the flexure, whereas that of the Hakui-oki
　　　 Group (H) increases slightly, which indicates that the flexure mainly grew during the deposition of the Takahama-oki Group.
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第 1表　調査海域及びその周辺で得られたドレッジ及びロックコア試料及び岩石の得られたグラブ採泥試料.

　　　 ドレッジ及びロックコア試料の記載は池原（1989）を簡略化し，グラブ採泥試料は片山（1989）より簡略化した．

Table. 1  Samples of dredge and rock core, and rock samples by a grab sampler.
　　　  Descriptions of dredge and rock core were simplified from Ikehara (1989) and those of grab samples were from Katayama (1989).
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第 2表　調査海域及びその周辺で得られた珪藻化石の年代

Table. 2  Age of diatom fossils collected in and around the map area.
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